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Cisco Spark for Developers 概要ラボ v1 

 
最終更新日：2018 年 3 月 13 日 

 
コラボレーション VT メンバーとのコラボレーションによる作成。 

 
 

このラボについて 

 
この事前設定済みラボの内容は次のとおりです。 

 
• 要件 

 

• このソリューションについて 
 

• トポロジ 
 

• はじめに 
 

• シナリオ 1：Cisco Spark 開発者ポータルおよび API 
 

• シナリオ 2：Cisco Spark Depot、ボット、インテグレーション 
 

• シナリオ 3：Cisco Spark SDK 
 

• 付録 

 

 

要件 

 

次の表に、この事前設定済みのラボ演習の要件を示します。 

 
表 1. 要件 
 

必須 オプション 

• Cisco AnyConnect がインストールされているラップトップ • なし 

 

 

このシスコ ソリューションについて 
 

Cisco Spark の概要 
 

Cisco Spark は、完結したコラボレーション スイートを提供するアプリケーション セントリックなクラウドベースのサービスです。チームは同

じ場所にいても、離れていても、作成、会議、メッセージング、コール、ホワイトボードの利用、共有を行うことができます。これにより、会議

前、会議中、会議後まで統合された継続的なワーク ストリームが実現します。Cisco Spark は、チームのシームレスな連携を実現するた

めに作られました。仕事の質を高める、シンプル、セキュア、かつオープンな、完結したサービスです。 
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コミュニケーションがあるべき姿は、アジャイル、モバイル、コラボレーティブ。これらすべては、モバイル デバイスや、インフラストラクチャと

アプリケーションにおけるイノベーションの進化のおかげです。Cisco Spark サービスは、業界をリードするコミュニケーション ツールを緊密

に統合して、瞬時のコミュニケーションとリアルタイムの会議を可能にし、これまでにないコラボレーション体験を実現します。こうしたメリット

を提供できるのは、Cisco Cloud Collaboration だけです。 

 

Cisco Spark にはオープン API が用意されており、開発者が独自のボットや Spark インテグレーションを作成することができます。そのた

め、既存のアジャイル プラットフォームの効率性をさらに向上させ、ビジネス上の価値を高めることができます。このラボの完了後は、

https://developer.ciscospark.com/ [英語] でさらに詳細に学習することができます。 

 

トポロジ 

 
このコンテンツには、ソリューションの機能を実例で示すために事前設定されたユーザとコンポーネントが含まれています。コンポーネント

のほとんどは、事前定義の管理ユーザ アカウントを使用して任意の設定が可能です。コンポーネントへのアクセスに使用する IP アドレス

とユーザ アカウントのクレデンシャルは、アクティブ セッションの [トポロジ（Topology）] メニューにあるコンポーネント アイコンをクリックし

て確認するか、その情報が必要なシナリオ内の手順で確認できます。 

 
図 1. dCloud のトポロジ  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
表 2. サーバの詳細 
 

名前 説明 ホスト名（FQDN） IP アドレス ユーザ名 パスワード RDP 

AD1 Active Directory、DNS、ADFS3.0 ad1.dcloud.cisco.com 198.18.133.1 dcloud\administrator C1sco12345 ○ 

WKST1 Windows 7 wkst1.dcloud.cisco.com 198.18.133.36 dcloud\cholland dCloud12345! ○ 

 

 

https://developer.ciscospark.com/
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はじめに 
 
 

プレゼンテーションの前に 

 

Cisco dCloud では、実際の対象者の前でプレゼンテーションを行う前に、アクティブなセッションを使用して、このドキュメントのタスクを

実施しておくことを強く推奨します。そうすることで、ドキュメントとコンテンツの構成に慣れることができます。 
 

場合によっては、環境を元の構成にリセットするため、このガイドに従った後に新しいセッションをスケジュールする必要があります。 
 

プレゼンテーションを成功させるためには、入念な準備が不可欠です。 
 

 
次の手順に従ってコンテンツのセッションをスケジュールし、プレゼンテーション環境を設定します。 

 
dCloud セッションを開始します。[手順を見る]  

 

注：セッションがアクティブになるまで、最長で 30 分かかることがあります。  
 
最適なパフォーマンスを得るために、Cisco AnyConnect VPN [手順を見る] およびラップトップのローカル RDP クライアント[手順を

見る] を使用してワークステーションに接続します。 

 
• Workstation 1：198.18.133.36、ユーザ名：DCLOUD\cholland、パスワード：dCloud12345!  

 
 

https://dcloud-cms.cisco.com/help/initiate-your-dcloud-session-with-a-router-japanese
https://dcloud-cms.cisco.com/help/connect-laptop-to-dcloud-session-using-cisco-anyconnect-vpn-client-japanese
https://dcloud-cms.cisco.com/help/using-local-rdp-client-on-windows-and-mac-laptop-japanese
https://dcloud-cms.cisco.com/help/using-local-rdp-client-on-windows-and-mac-laptop-japanese
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シナリオ 1. Cisco Spark 開発者ポータルおよび API 
 
ラボのこのモジュールでは、Cisco Spark API を使用して、コンテンツの取得、送信、更新、削除を行うプログラムを簡単に開発できるこ

とを示します。さまざまなツールが使用できますので、どれを使い続けるかは自由に選択できます。 

 

手順 

 

1. 開始する前に、Cisco Spark アカウントと Postman アプリケーションが用意できていることを確認してください。 
 

2. Cisco Spark 開発者ポータルにログインします。 
 

3. 開発者ポータルにログインしたら、右上の自分のアバターを確認します。アバターをクリックすると、クイック コピー機能が付いた認証

トークンが表示されます。後で使用するため、トークンをコピーし、メモ帳などのアプリケーションに貼り付けます。 
 
 

注：このトークンは、Cisco Spark が本人確認をするためのものです。このトークンを他人と共有すると、不正利用される可能性があります

ので、共有しないでください。Cisco Spark アカウントのソーシャルセキュリティ番号のようなものと考えてください。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「GET」リクエストを送信して、Cisco Spark がバックエンドに保持する情報を取得します。 
 

4. https://developer.ciscospark.com/resource-rooms.html に移動します。 
 

5. [GET] メソッドをクリックし、[テストモード（Test Mode）] を [オン（on）] に切り替えます。 
 

6. 下方向へスクロールして、[実行（Run）] をクリックします。 
 

便宜上、開発者ポータルでは、すでにあなたの認証トークンが設定され、それが自分のルームを示していることが確認されています。

右側に直近のルーム操作の内容が表示されています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://web.ciscospark.com/
https://www.getpostman.com/apps
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/
https://developer.ciscospark.com/resource-rooms.html
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ルーム（スペース）を作成する 

 

1. https://developer.ciscospark.com/endpoint-rooms-post.html に移動します。 
 

2. ルームに、「素晴らしいテスト ルーム（Awesome Test Room）」のような気の利いた名前をつけます。 
 

3. [実行（Run）] をクリックします。 

 

4. 応答情報を取得し、メモ帳に貼り付けます。 
 
右側にリクエストの内容が表示されます。[実行（Run）] をクリックすると、作成に成功した場合、「200/success」と返されます。自分の 

Cisco Spark クライアント（デスクトップ/モバイル/Web）で確認できます。作成したスペースが表示されます。後で使用できるように、この

ルーム ID をコピーして、テキスト ファイルまたは Word ドキュメントに保存します。 
 
応答の例 

 
{ "id": "Y2lzY29zcGFyazovL3VzL1JPT00vOTM1ZDQ1MjAtY2VlNy0xMWU3LWE2NzktYmZjZTM3MWI3OTA2", "title": "My 

Awesome CST Test Room", "type": "group", "isLocked": false, "lastActivity": "2017-11-21T18:12:46.322Z", "creatorId": 

"Y2lzY29zcGFyazovL3VzL1BFT1BMRS8wMjJjZjIwNS00MzcxLTRkNWItYTBhYS0yNDJiYjA4YzQ0YmE", "created": "2017-11-

21T18:12:46.322Z" } 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://developer.ciscospark.com/endpoint-rooms-post.html
https://web.ciscospark.com/
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GET リクエストを作成する 

 

開発者ポータルで実施したように、GET リクエストを作成します。今回は Postman を利用します。この GET リクエストは、自分の個人ア

カウントに関する情報を Cisco Spark のバックエンドから取得するためのものです。 
 

1. Postman を開きます。 
 

2. URL バーで GET メソッドが選択されていることを確認し、https://api.ciscospark.com/v1/people/me を貼り付けます。 
 

3. その下で、[ヘッダー（Headers）] タブをクリックし、自分の Authorization トークンを入力します。その際、「Bearer」+ <スペース> + 

<自分の認証トークン> という形式にします。下の画像を参照してください。 

 
4. [送信（Send）] をクリックします。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自分自身の詳細情報が表示されます。これで Postman を利用した GET リクエストの作成は完了しました。  

 

 

POST リクエストを作成する 

 

次に、先ほど作成したテスト スペースにユーザを追加します。詳細については、https://developer.ciscospark.com/endpoint-

memberships-post.html [英語] を参照してください。 

 
1. 自分の連絡先のいずれかを検索し、電子メール アドレス（Cisco Spark で使用するもの）を検索します。 

 

2. 上にスクロールし、ルームの作成手順で貼り付けた、ルーム応答から「ID」を取得します。 
 

3. Postman を開き、メソッド タイプを「POST」に変更して、URL を https://api.ciscospark.com/v1/memberships に更新します。 
 

4. ヘッダーは、「Bearer」+ <スペース> + <自分の認可トークン> のままにします。 

https://api.ciscospark.com/v1/people/me
https://developer.ciscospark.com/endpoint-memberships-post.html
https://developer.ciscospark.com/endpoint-memberships-post.html
https://api.ciscospark.com/v1/memberships
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5. [コンテンツタイプ（Content-Type）] ボックスをチェックし、[application/json] に設定します。 
 

6. [ボディ（Body）] クリックして、roomId と自分の連絡先の personEmail を設定した JSON コンテンツを追加します。 
 

{  
"roomId": "自分の roomId",  
"personEmail": "連絡先の personEmail"  

}  
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7. [送信（Send）] をクリックします。200 応答および、スペースに追加した連絡先に関する JSON のコンテンツが表示されます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

8. なお、Spark クライアントを使って、連絡先を追加したり、連絡先が正しく追加されたか確認したりすることもできます。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの操作は非常に簡単ですが、追加するのが 1 人や 2 人の場合だけであり、20 人のチームや 50 人のトレーニング クラスの場合

には適していません。 
 
上記のようなシンプルな API 呼び出しを利用したスクリプトやボットの方が効率的に作業できます。API によって、あなたやお客様に大きな

可能性が広がります。 
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シナリオ 2. Cisco Spark Depot、ボット、インテグレーション 

 
このセクションを実施すると Cisco Spark Depot に精通することができます。Depot 定義、インテグレーション、ボットについて学習します。 

 

 

Cisco Spark Depot とは 
 

Cisco Spark Depot は、インテグレーションやボットを探して使用したり、独自のボット/インテグレーションを構築するために必要なツールを

利用したりすることが可能なスペースです。 

 

 

ボットの基本 
 
ボットは、他の Cisco Spark アプリ ユーザと同じように機能します。特別なボット バッジがついているため、人間のユーザではないことを

伝えることができます。ボットは、メッセージの投稿、質問への回答、何か発生した場合の通知などを行ったり、アプリ内のアシスタントのよ

うにあなたの指示に従って作業したりすることができます。 
 
ボットを使用している場合は以下のことに注意してください。 

 
• ボットは、ボットに直接送信した情報のみを読み取ります。グループ スペースにいる場合に応答させるには、@mention を使

用します。ボットだけのスペースにいる場合は、ボットは全メッセージを読み取ります。 

 
• 一部のボットは、特定のコマンドにしか応答しません。それ以外のボットは、自然言語による質問や要求を理解できます。 

 

 

インテグレーションの基本 
 
インテグレーションを使用して、その他のツールを Cisco Spark に接続できます。追加する各インテグレーションに関して、Cisco Spark で

動作するために必要な機能を示す同意ページが表示されます。機能は、インテグレーションやその設定方法によって異なります。以下は、

インテグレーションについて知っておく必要がある事項です。 
 

• 使用するスペースのタイトルをすべて一覧表示できる 
 

• スペースに設定されたメッセージやコンテンツを、設定者の代わりに投稿することができる 
 

• コマンドに応答できる 
 

• 編集されたり、設定されたりした場合、通知することができる  
 
 
 

  
 

 

https://depot.ciscospark.com/
https://depot.ciscospark.com/
https://depot.ciscospark.com/
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以下に、フランス語翻訳ボットの例を示します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これは、Trello インテグレーションのイメージです。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 

 

Cisco dCloud 

© 2018 Cisco and/or its affiliates. All rights reserved. This document is Cisco Public Information.  11/15 

手順 

 

 

インテグレーション 

 

次の手順では、Box インテグレーションを、 シナリオ 1 - ルームの作成で作成したスペースに追加し、ファイルを追加するか、Box ノート

を作成してテストします。 

 
1. Box インテグレーション ページに移動します。 

 

2. 必要に応じて Box にログインして接続します。 
 

3. [追加（Add）] をクリックします。 

 

4. ドロップダウン メニューからアラートを受信するフォルダを選択します。 
 

5. このフォルダに関して、Spark で受信する通知の種類に関連するチェック ボックスをすべてクリックします。すべて選択します。 
 

6. ドロップダウン メニューから、通知を受信する対象の Cisco Spark Space を選択します。 
 

7. [追加（Add）] をクリックして完了します。 
 

8. Link to Box フォルダで Box ノートを作成します。 
 

9. インテグレーションを設定したスペースの Spark クライアントに切り替え、Box インテグレーションのアラートを確認します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

これで、API を利用して構築したボットおよびインテグレーションの機能を確認できます。ボットやインテグレーションは、ワークフローに利

用することもできます。

https://depot.ciscospark.com/integrations/box-cisco-systems-2625
https://depot.ciscospark.com/integrations/box-cisco-systems-2625
https://cisco.app.box.com/folder/0
https://community.box.com/t5/Creating-and-Editing-Box-Notes/Creating-a-Box-Note/ta-p/46196
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シナリオ 3. Cisco Spark SDK 

 
Cisco Spark ソフトウェア開発キット（SDK）および Cisco Spark ウィジェットを利用すれば、開発者は、高品質の音声/ビデオ通話や、すべて

の Web/ネイティブ アプリケーションへのメッセージングなど、Spark の機能を簡単に組み込むことができます。シスコの SDK とウィジェット

によって、H.264 や SIP などの標準的なコーデック/プロトコルを利用して、アプリケーションをサードパーティ製のコラボレーション ツールと

連携させられます。 
 

Cisco Spark では以下が提供されています。 
 

• Web およびモバイル SDK（iOS、Android、ブラウザ用 JS） 
 

• サーバ サイド SDK（Java、Node.js、コミュニティ SDK） 
 
この演習では、Cisco Spark の Node.js SDK を使用して、スペースの作成およびメッセージの投稿を行います。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

手順 

 

1. Workstation 1 のデスクトップで、[スタート（Start）] > [実行（Run）] をクリックし、cmd と入力してコマンド プロンプトを開きます。 

 

2. コマンドを入力して、Project Directory に移動します。 

mkdir c:\code 

cd c:\code  

3. npm（Node Package Manager）を使用して、プロジェクトを初期化します。Node.js はすでにラボのワークステーションにインストー

ルされていますので、コマンド プロンプトで npm init と入力します。 
 

4. ウィザードに従って、プロジェクトに関する基本的な情報を入力します。ウィザードの質問の後に空白が表示される場合は、<Enter> を

押してデフォルトのまま続行します。 
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5. プロジェクト ディレクトリに、index.js という名前の新しいファイルを作成します。 
  

6. コマンド：npm install --save ciscospark を入力して、Node.js SDK をインストールします。 
 

7. vi やメモ帳などのテキスト エディタを使用して、index.js ファイルを編集します。Spark の API をプログラムに含めるために、次の

コードを追加します：const CiscoSpark = require(`ciscospark`); 
 

8. アクセス トークンを https://developer.ciscospark.com から取得します。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

9. index.js ファイルに Spark API の初期化コードを含めます。そのためにはアクセス トークンが必要です。 
 

var ciscospark = CiscoSpark.init({ "credentials": { "authorization": { "access_token": 'ここにトークンを指定

します' } } }); 

 
アクセス トークンは、インテグレーションとユーザの oAuth を使用してプログラムで生成できます。ボットを作成する場合は、ボットが作成さ

れた時にアクセス トークンが提供されます。このように、アプリケーションは、ユーザ/インテグレーション/ボットとして応答します。この演習で

は、開発者ポータルのアクセス トークンを使用します。 
 

10. Spark Space を作成します。そのために index.js ファイルに次のコードを挿入します。 
 

ciscospark.once(`ready`, () => { ciscospark.rooms.create({title: 'My Training 

Room'}).then(function(room) { }); }); 

この段階で、コードは次の画像のようになります。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://developer.ciscospark.com/
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コーディングはこれで完了です。ここでファイルを保存し、テストします。 

  
11. ファイルを [保存（Save）] します。 

 

12. コマンド プロンプトに移動し、node index.js と入力します。 
 

13. Cisco Spark（自分の Spark アカウント）に切り替え、メンバーを招待し、メッセージを投稿した新しい Spark Space を探します。 

 

シスコの SDK は、シンプルながら強力で、音声/ビデオ通話を含む、多くの Spark の操作を開発できます。SDK の詳細については、開発者

ポータル [英語] を参照してください。 
 
 

https://developer.ciscospark.com/sdks-and-widgets.html
https://developer.ciscospark.com/sdks-and-widgets.html
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付録 

 
このセクションでは、関連する用語とその定義を示します。 

 
• HTML：ハイパーテキスト マークアップ言語（HTML）は、Web ページと Web アプリケーション作成用の標準マークアップ言語です。

HTML は、カスケーディング スタイル シート（CSS）および JavaScript と共に、World Wide Web の要をなす三大テクノロジーです。

Web ブラウザは、Web サーバまたはローカル ストレージから HTML ドキュメントを受信し、マルチメディア Web ページを表示しま

す。HTML には Web ページの構造を記述しますが、かつてはドキュメントの外観に関する記述も HTML に含まれていました。 
 

• JavaScript：Widget HTML ファイルに埋め込まれた JS によって、「DATA-API」パラメータの一部を設定できます。そのパラメータ

は、Spark Cloud に渡され、1 対 1 のチャットやビデオ通話のセットアップに利用されます。 
 

• ngrok：ローカル マシンが NAT やファイアウォール内に配置されている場合に、インターネットからローカル マシンへの HTTP 要

求やその他のタイプの要求をトンネリングできる便利なツールおよびサービスです。ngrok の詳細については、https://ngrok.com/ 

[英語] を参照してください。 
 

https://ngrok.com/

